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発電プラントの

地球温暖化の抑制が叫ばれるなか，その主要因と
言われている CO 2 排出，その抑制は遅々㎈は要抑る抑叫 ば叫 主ばなの れれ地ばな いるO�” �x 
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�’ �‹ CO

2 を大量に排出している．火力発電は，燃料
（石油，天然ガス，石炭など）を燃やして得られる熱
を利用して水蒸気を発生させ，タービンを回転，電
気を発生させるものである．現在のところ蒸気条件
向上やガスタービン入口温度の高温化による高効率
化が進められ，燃料消費量を極力減らす対応がとら

れ，また，単位発熱量当たり CO 2 排出量の多い石炭
から，その CO 2 排出量がほぼ半分になるガス燃料へ
の転換や，バイオマス，風力，太陽光などの再生可能
エネルギーの増強などが行われているものの，頃

な解決には至っていないといえる．一方，電力供給源
の構成に占める石炭火力の割合は，最新実績データ
によると，日本では 約 25％る
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�t �� �` �o �x�| �f �• �g �• �ÿ 80％，約 70％と主要な電源
となっている．そこで，単位発熱量当たり CO

2 発生
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